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1. 緒言 

コロナ禍に伴って、様々な産業分野でデジタ

ルトランスフォーメーション（以下 DX とす

る）が進行している。DX には様々な定義があ

るが、世界最先端デジタル国家創造宣言・官

民データ活用推進基本計画（令和 2 年 7 月 17

日閣議決定）では「将来の成長、競争力強化

のために、新たなデジタル技術を活用して新

たなビジネスモデルを創出・柔軟に改変する

こと」としている[1]。DX の推進には、組織横

断的な取組みが必要であり、経営戦略と整合

した DX戦略の策定が重要である[2]。 

高等教育機関においても、教育、研究等の領

域において、DX 推進の機運が高まっている

[3,4]。個別の大学における DX の取組事例が報

告されている一方で、国内の大学・短期大

学・高等専門学校（以下、大学等とする）全

体における DXの推進状況については明らかで

ない。本研究は、国内の大学等における教育

DX の主要な取組事例を類型化するとともに、

特徴を分析することを目的とした。取組事例

の調査対象として、文部科学省が令和 2年度補

正予算の事業として実施した「デジタルを活

用した大学・高専教育高度化プラン」（以下、

Plus-DX事業とする）[5]に着目した。 

 

2. Plus-DX 事業の概要 

Plus-DX 事業[5]は、大学等において、デジタ

ルを活用した教育の先導的なモデルとなる取

組を推進するため、デジタル技術活用に必要

な環境整備費を補助するものである。申請に

あたっては、大学等全体を対象とした DX推進

計画の作成が要件とされた。取組①「学修者

本位の教育の実現」（補助上限額 1億円、選定

予定件数 30件）では、学修ログを AIで解析し、

学生個人に最適化された習熟度別学修等の実

現が例示された。取組②「学びの質の向上」

（同 3 億円、10 件）では、VR を用いた遠隔で

の実験・実習等の実現が例示された。252 件の

申請があり、審査の結果、取組①44 件、取組

②10件の計 54件が採択された。 

 

3. 調査対象 

Plus-DX 事業に採択された各大学等の取組概

要は、すべての実施機関で同一の様式のポン

チ絵（A4 サイズ 1 ページ）として文部科学省

の Plus-DX 事業のホームページ[5]に公表され

ており、事例の類型化を目的とした本研究に

好適であると考えられた。 

本研究では、取組①の枠組みで採択された国

立大学 17校、公立大学 4校、私立大学 22校、

国立高専 1校の合計 44校を調査対象とした。 

 

4. 取組の抽出 

実施機関の取組概要のポンチ絵から、Plus-

DX 事業の補助金を使用して実施する取組を抽

出した。なお、1 文に複数の取組が含まれる場

合は、取組ごとに分割した。 

ポンチ絵は、狭小なスペースにキーワードや

イラスト等が高密度に配置され、模式的に論

理構造が示される。ポンチ絵から情報を抽出

する以上、抽出者の主観的な判断が含まれる

ことは不可避であるが、抽出結果の妥当性を

高めるために、共著者間で抽出結果を議論し

て確認した。44 校のポンチ絵から、209 個の取

組を抽出した。 

 

5. 分類の枠組み 

上記で抽出した取組の分類方法として、テン

プレートコーディング[6]とした。テンプレー

トコーティングとは、収集した事例を既存の

体系に基づいて分類する方法である。本研究

では、上田らの報告[3]で示された大学教育 DX
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の取組事例（全学、学部・研究科、授業の 3レ

ベルに対して合計 10 項目の取組）をテンプレ

ートとして用いた（表 1）。 

 

6.  結果と考察 

本稿では、表 1(1)の「全学レベル」に関する

分類結果を示す。全学レベルの取組は、209 件

中 106件が該当した。「A対面とオンラインの

双方への対応」は 17 大学 25件、「B 教育学習

ポートフォリオシステムの構築」は 25 大学 34

件、「C 個別最適化されたサービスの提供」は

28大学 47件が該当した。 

取組間の関係性を KJ 法により検討した結果、

図 1の構図が考察された。すなわち、オンライ

ン授業のための基盤整備（図 1A）により取得

可能になった学修データを、教育学習ポート

フォリオシステムに蓄積し（図 1B）、学生ご

とのデータに基づいて学修目標等をリコメン

ドする（図 1C）というものである。 

本研究で考察したデータの流れは、Plus-DX

事業の公募要領に取組例として示されていた

ものであり、実際多くの大学等が DX推進計画

に記載していた。一方で、取組例とは異なる

取組を掲げた大学等もあり、今後分析を進め

たい。また、教育だけでなく組織全体の DX推

進計画についても分析することで、DX 推進計

画が未策定の大学等での検討に資するデータ

となると思われる。 
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表 1 本研究で用いた大学教育 DXの取組のテンプレート（上田ら[3]を図式化） 

図 1 Plus-DX事業の取組①実施機関の主な取組の構図 
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